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『
貫
之
集
』
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
共
通
祖
本
に
つ
い
て

北　

井　

佑
実
子

は
じ
め
に

　

現
在
、『
貫
之
集
』
第
一
類
本
は
、
次
の
ご
と
く
四
系
統
に
大
別
さ
れ

る
。

第
一
類
本　

①
歌
仙
家
集
本
（
正
保
四
年
刊 

九
巻
八
八
九
首
）
系

　
　
　
　
　
　
　

陽
明
文
庫
本
（
近
・
サ
・
68 

九
巻
八
九
二
首
）

　
　
　
　
　
　
　

東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
（
九
巻
八
九
二
首
）

　
　
　
　
　
　
　

  

村
雲
切
（
巻
五
の
一
部
と
巻
八
及
び
諸
家
蔵
七
十
七
葉

二
五
〇
首
）

　
　
　
　
　

②
素
寂
本
（
巻
一
〜
巻
四
の
五
四
五
首
）
系

　
　
　
　
　

③
西
本
願
寺
本
（
一
〇
巻
七
二
七
首
）
系

　
　
　
　
　

④
資
経
本
（
巻
六
巻
七
の
三
一
六
首
）
系

　
　
　
　
　
　
　

承
空
本
（
七
巻
九
二
二
首
）

　
　
　
　
　
　
　

御
所
本
（
書
陵
部
蔵
510
・
12 

七
巻
九
三
〇
首
）

『
貫
之
集
』
第
一
類
本
は
、
同
一
祖
本
よ
り
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
、
主
に

巻
の
仕
立
て
方
の
相
違
に
よ
り
、
①
九
巻
仕
立
て
の
歌
仙
家
集
本
系
、
②

前
半
部
（
巻
一
〜
巻
四
）
の
み
が
伝
わ
る
素
寂
本
系
、
③
十
巻
仕
立
て
の

西
本
願
寺
本
系
、
④
巻
六
・
巻
七
の
み
が
伝
わ
る
資
経
本
系）

1
（

に
分
か
れ
て

い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
が
、
共
通
の
祖
本
を
有
す

る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
と
同
時
に
、
ま
ず
、『
貫
之
集
』
に
お
け
る
巻

の
仕
立
て
方
の
相
違
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
次
の
表
は
、
歌
仙
家
集

本
を
基
準
に
し
て
、
素
寂
本
・
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
の
歌
序

を
並
べ
か
え
た
も
の
で
あ
る）

2
（

。
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歌
仙
家
集
本

（
九
）

素
寂
本

（
一
〜
四
）

西
本
願
寺
本

（
十
）

資
経
本

承
空
本
（
七
）

屏
風
歌

巻
一 

1
〜
55

　

 　

56
〜
96

巻
一 

1
〜
55

　

 　

56
〜
96

巻
一 

1
〜
55

巻
二 

56
〜
96

巻
一 

1
〜
56

巻
二 

57
〜
101

屏
風
歌

巻
二 
97
〜
104

　

 　

105
〜
160

　

 　

161
〜
217

巻
二 

97
〜
104

　
 　

105
〜
160

　
 　

161
〜
217

巻
二 

97
〜
104

巻
四 

257
〜
312

巻
五 

313
〜
369

巻
二 

102
〜
109

巻
四 

167
〜
223

巻
五 

224
〜
280

屏
風
歌

巻
三 

218
〜
274

　

 　

275
〜
365

巻
三 
218
〜
274

　

 　

275
〜
374

巻
三 

105
〜
159

　

 　

160
〜
256

巻
三 

110
〜
162

巻
五 

281
〜
380

屏
風
歌

巻
四 

366
〜
532

巻
四 

375
〜
545
　

 　

ナ
シ

巻
五 

381
〜
552

　

前
半
部
屏
風
歌
（
巻
一
〜
巻
四
）
に
つ
い
て
、
歌
仙
家
集
本
・
素
寂
本

に
お
い
て
は
、
屏
風
歌
が
ほ
ぼ
年
代
順
（
延
喜
五
年
〜
天
慶
八
年
）
に
配

列
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
は
、
屏
風
歌
の

配
列
が
年
代
順
で
は
な
く
共
通
の
乱
れ
を
有
す
る
。
右
表
の
歌
仙
家
集
本

巻
二
（
屏
風
歌
）
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
と
、
歌
仙
家
集
本
・
素
寂
本

で
は
巻
二
に
位
置
し
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
屏
風
歌
が
、
西
本
願
寺

本
・
承
空
本
で
は
、
巻
二
・
巻
四
・
巻
五
に
散
布
さ
れ
、
屏
風
歌
は
年
代

順
に
配
列
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　

次
に
、
歌
序
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
。
歌
仙
家
集
本
の
巻
一
56
番
歌
の

位
置
で
、
西
本
願
寺
本
と
承
空
本
は
巻
二
が
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
西
本
願

寺
本
と
承
空
本
は
、
同
じ
位
置
で
巻
の
相
違
が
生
じ
、
巻
の
仕
立
て
方
を

等
し
く
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
歌
仙
家
集
本
巻
二
105
番
歌
の
位

置
で
、
西
本
願
寺
本
は
巻
四
の
257
番
歌
へ
移
動
、
承
空
本
も
同
じ
位
置
で
、

巻
四
の
167
番
歌
へ
移
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
歌
仙
家
集
本
巻
二
161
番
歌

の
位
置
で
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
は
巻
五
が
始
ま
る
。
西
本
願
寺
本
と

承
空
本
は
、
巻
の
仕
立
て
方
を
等
し
く
し
、
全
く
同
じ
位
置
で
歌
序
の
相

違
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
は
共
通
の
祖
本
を
有
す
る

と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
西
本
願

寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
に
相
当
す
る
巻
四
の
歌
166
首
を
す
べ
て
欠
い
て
い

る
。
し
か
し
、
西
本
願
寺
本
と
共
通
の
祖
本
を
有
す
る
承
空
本
は
、
西
本

願
寺
本
が
欠
い
て
い
る
こ
の
166
首
を
有
し
て
い
る
。

歌
仙
家
集
本

（
九
）

素
寂
本

西
本
願
寺
本

（
十
）

資
経
本

（
六
・
七
）

承
空
本
（
七
）

恋

巻
五 

533
〜
676

巻
六 

370
〜
516

巻
七 

172
〜
313

巻
七 

778
〜
919

賀

巻
六 

677
〜
700

巻
七 

522
〜
545

巻
五 

578
〜
601

別

巻
七 

701
〜
742

巻
八 

549
〜
594

巻
六 

1
〜
42

巻
六 

607
〜
648

哀
傷
巻
八 

743
〜
769

巻
九 

595
〜
620

巻
六 

43
〜
69

巻
六 

649
〜
675

雑

巻
九 

770
〜
788

　

 　

789
〜
795

　
 　

796
〜
877

　
 　

878
〜
889

巻
十 

621
〜
634

　

 　

711
〜
717

　

 　

635
〜
709

　

 　

710
〜
727

巻
七 

74
〜
87

　

 　

88
〜
171

巻
七 

680
〜
693

巻
五 

553
〜
559

巻
七 

694
〜
777

巻
五 

560
〜
577
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後
半
部
分
（
巻
五
〜
巻
九
）
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
。
歌
仙
家
集
本
巻

九
789
番
歌
の
位
置
で
、
西
本
願
寺
本
は
巻
十
634
番
歌
か
ら
711
番
歌
へ
と
歌

序
が
移
動
し
て
い
る
。
承
空
本
も
同
じ
位
置
で
、
巻
七
の
693
番
歌
か
ら
巻

五
の
553
番
歌
へ
と
歌
序
が
移
動
。
後
半
部
分
に
関
し
て
も
、
西
本
願
寺
本

と
承
空
本
は
同
じ
位
置
で
歌
序
の
相
違
が
生
じ
て
い
る）

3
（

。
な
お
、
恋
部
に

つ
い
て
、
歌
仙
家
集
本
・
西
本
願
寺
本
で
は
、
前
半
部
屏
風
歌
の
次
に
位

置
し
て
い
る
が
、
資
経
本
・
承
空
本
で
は
、
巻
末
の
巻
七
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
甚
だ
大
ま
か
な
括
り
で
は
あ
る
が
、
以
上
見

て
き
た
ご
と
く
、『
貫
之
集
』
第
一
類
本
の
関
係
を
系
統
図
で
示
す
と
、
次

の
ご
と
く
と
な
ろ
う）

4
（

。
歌
仙
家
集
本

祖
本

素
寂
本

Ｘ
本

西
本
願
寺
本

資
経
本

承
空
本

御
所
本

　
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
は
、
同
一
祖
本
よ
り
派
生
し
な
が
ら
、
巻
の
仕
立

て
方
・
歌
序
の
相
違
・
歌
の
出
入
り
に
よ
り
系
統
を
異
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
ず
、
前
半
部
屏
風
歌
の
歌
序
に
乱
れ
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、

西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
承
空
本
・
御
所
本
の
共
通
祖
本
Ｘ
本
が
、
歌
仙

家
集
本
系
統
・
素
寂
本
系
統
と
分
か
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、
Ｘ
本
は
、
西

本
願
寺
本
が
欠
い
て
い
る
歌
仙
家
集
本
に
相
当
す
る
巻
四
の
歌
166
首
を
有

し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
後
、
西
本
願
寺
本
系
統
が
歌
仙
家
集
本
に
相

当
す
る
巻
四
の
歌
を
欠
き
、
さ
ら
に
、
資
経
本
系
統
が
、
前
半
部
屏
風
歌

の
次
に
位
置
す
る
恋
部
を
巻
末
の
巻
七
に
配
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｘ

本
よ
り
西
本
願
寺
本
系
統
と
資
経
本
系
統
が
分
か
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
資
経
本
が
現
存
す
る
巻
六
・
巻
七
を
対
象
に
、

先
に
示
し
た
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
主
要
伝
本
系
統
図
に
お
け
る
Ｘ
本
の

本
文
推
測
を
試
み
る
。
歌
仙
家
集
本
、
西
本
願
寺
本
、
資
経
本
の
細
か
な

本
文
異
同
に
基
づ
き
、
西
本
願
寺
本
系
統
と
資
経
本
系
統
（
承
空
本
・
御

所
本
を
含
む
）
の
共
通
祖
本
で
あ
る
Ｘ
本
の
本
文
に
は
、
い
か
な
る
意
義

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
を
検
証
す
る
。

西
本
願
寺
本
・
資
経
本
と
も
に
一
致
す
る
例
①）

5
（

　

西
本
願
寺
本
・
資
経
本
の
共
通
祖
本
で
あ
る
Ｘ
本
の
本
文
推
測
に
お
い

て
、
共
通
の
祖
本
を
持
つ
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
の
本
文
が
一
致
す
る
も

の
が
、
ま
ず
は
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
初
め
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に
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
と
も
に
本
文
が
一
致
す
る
例
を
挙
げ
る
。

あ
ふ
こ
と
の
あ①

ま
ひ
こ
に
し
て
そ②

ら
な
ら
は
人
め
も
わ
れ
も
よ③

き
す

そ
あ
ら
ま
し
（
五
五
八
）

①
歌
「
や
ま
ひ
こ
」
西
「
あ
ま
ひ
こ
」

②
歌
「
よ
そ
な
ら
は
」
西
「
そ
ら
な
ら
は
」

③
歌
「
よ
か
す
そ
あ
ら
ま
し
」
西
「
よ
き
す
そ
あ
ら
ま
し
」

傍
線
部
①
「
あ
ま
ひ
こ
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
「
や

ま
ひ
こ
」
と
対
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
②
「
そ
ら
な
ら
は
」
も

西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
「
よ
そ
な
ら
は
」
と
対
立
す
る
。

傍
線
部
③
「
よ
き
す
そ
あ
ら
ま
し
」
に
お
い
て
も
、
西
本
願
寺
本
と
一
致

し
、
歌
仙
家
集
本
「
よ
か
す
そ
あ
ら
ま
し
」
と
は
対
立
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
こ
の
例
に
お
い
て
の
Ｘ
本
の
本
文
は
、
資
経
本
と
西
本
願
寺
本
が
一

致
す
る
も
の
、
傍
線
部
①
は
「
あ
ま
ひ
こ
」、
傍
線
部
②
は
「
そ
ら
な
ら

は
」、
傍
線
部
③
は
「
よ
き
す
そ
あ
ら
ま
し
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

わ
か
こ
ひ
は
し
ら
ぬ
や
ま
ち
に
あ①

ら
な
く
に 

な②

と
か
こ
ゝ
ろ
の
ま
と

ひ
け
ぬ
へ
き
（
五
六
二
）

①
歌
「
あ
ら
ね
と
も
」
西
「
あ
ら
な
く
に
」

② 

歌
「
ま
と
ふ
心
そ
わ
ひ
し
か
り
け
る
」
西
「
な
と
か
こ
ゝ

ろ
の
ま
と
ひ
け
ぬ
へ
き
」

傍
線
部
①
「
あ
ら
な
く
に
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本

「
あ
ら
ね
と
も
」
と
対
立
す
る
。
傍
線
部
②
「
な
と
か
こ
ゝ
ろ
の
ま
と
ひ
け

ぬ
へ
き
」
も
同
様
に
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
「
ま
と
ふ

心
そ
わ
ひ
し
か
り
け
る
」
と
対
立
す
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
資
経

本
・
西
本
願
寺
本
が
一
致
す
る
、
傍
線
部
①
「
あ
ら
な
く
に
」、
傍
線
部
②

「
な
と
か
こ
ゝ
ろ
の
ま
と
ひ
け
ぬ
へ
き
」
と
推
測
出
来
よ
う
。

さ①

け
は
ま〃
つ
む
も②

の
と
お
も
ひ
し
を
く
れ
な
ゐ
の
□
み
た
の
か
は
の

い
ろ
に
さ
り
け
る
（
六
一
二
）

①
歌
「
さ
け
は
ち
る
」
西
「
さ
け
は
つ
む
」

②
歌
「
物
と
思
ひ
し
」
西
「
も
の
と
お
も
ひ
し
を
」

　

※ 

「
□
」
は
、
資
経
本
の
虫
損
、
承
空
本
に
よ
る
と
「
な
」

と
な
る
。

傍
線
部
①
「
さ
け
は
つ
む
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本

「
さ
け
は
ち
る
」
と
対
立
す
る
。
さ
ら
に
傍
線
部
②
「
も
の
と
お
も
ひ
し

を
」
も
同
様
に
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
「
物
と
思
ひ
し
」
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と
対
立
す
る
。
従
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
傍
線
部
①
で
は
「
さ
け
は
つ
む
」、

傍
線
部
②
で
は
「
も
の
と
お
も
ひ
し
を
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　

も
ろ
ま
さ
の
侍
従
の
よ
ま
せ
給
へ
る

と
を
く
ゆ
く
き
み
を
ゝ
し
む
と
人
も
み
な
ほ
と
ゝ
き
す
さ
へ
な
き
ぬ

へ
ら
な
り
（
七
二
〇
）

歌
「
君
を
思
ふ
に
」
西
「
き
み
を
ゝ
し
む
と
」

傍
線
部
「
き
み
を
ゝ
し
む
と
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集

本
「
君
を
思
ふ
に
」
と
対
立
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
、
資

経
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
き
み
を
ゝ
し
む
と
」
で
あ
っ
た
と
推
測
出
来
よ

う
。

と
よ
み
て
土
左
の
く
に
ゝ
あ
る
あ
ひ
た
に
を
く
ら
れ
た
る
返
事

に

ふ
ち
こ
ろ
も
か
さ
な
る
お
も
ひ
お
も
ひ
や
る
こ
ゝ
ろ
は
け
ふ
も
や
す

ま
さ
り
け
り
（
七
六
〇
）

歌
「
を
と
ら
さ
り
け
り
」
西
「
や
す
ま
さ
り
け
り
」

傍
線
部
「
や
す
ま
さ
り
け
り
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集

本
「
を
と
ら
さ
り
け
り
」
と
対
立
す
る
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
Ｘ
本
は

資
経
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
や
す
ま
さ
り
け
り
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
五
例
は
、
い
ず
れ
も
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
の
本
文
が

一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
と
は
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
批
判
的
に
見

て
、
共
通
の
祖
本
を
有
し
て
い
る
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
の
本
文
が
一
致

し
、
系
統
の
異
な
る
歌
仙
家
集
本
が
対
立
す
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
こ
の
七
例
は
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
共

通
祖
本
Ｘ
本
の
本
文
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
、
Ｘ
本
の
姿
が
構
築
出
来
て
い

る
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
の
例
を
も
う
少
し
見

て
い
く
。

　
　

み
つ
ね
か
も
と
よ
り

く
さ
も
木
も
け
ふ
は
か
れ
ゆ
く
あ
き
か
せ
に
さ
き
の
み
ま
さ
る
も
の

お
も
ひ
の
は
な
（
八
二
三
）

歌
「
ふ
け
は
か
れ
ぬ
る
」
西
「
け
ふ
は
か
れ
ゆ
く
」

傍
線
部
「
け
ふ
は
か
れ
ゆ
く
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集

本
「
ふ
け
は
か
れ
ぬ
る
」
と
対
立
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は

資
経
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
け
ふ
は
か
れ
ゆ
く
」
で
あ
っ
た
と
推
測
出
来
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よ
う
。

　
　

女

花
な
ら
て
う①

つ
ろ
ふ
も
の
は
し
か
す
か
に
あ
た
な
る
人
の
こ②

ゝ
ろ
と

そ
き
く
（
八
六
四
）

①
歌
「
花
な
る
物
は
」
西
「
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
」

②
歌
「
心
な
り
け
り
」
西
「
こ
ゝ
ろ
と
そ
き
く
」

傍
線
部
①
「
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
」
は
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家

集
本
「
花
な
る
物
は
」
と
対
立
す
る
。
さ
ら
に
傍
線
部
②
「
こ
ゝ
ろ
と
そ

き
く
」
も
同
様
に
、
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
「
心
な
り
け

り
」
と
対
立
す
る
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
資
経
本
・
西
本
願
寺
本
が
一
致

す
る
、
傍
線
部
①
で
は
「
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
」、
傍
線
部
②
で
は
「
こ
ゝ
ろ

と
そ
き
く
」
が
Ｘ
本
の
本
文
と
な
ろ
う
。

西
本
願
寺
本
・
資
経
本
と
も
に
一
致
す
る
例
②

　

続
け
て
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文
が
一
致
す
る
例
を
見
て
い
く
。

先
ほ
ど
の
七
例
と
は
異
な
り
、
系
統
の
異
な
る
歌
仙
家
集
本
も
一
致
す
る

例
を
挙
げ
る
。

よ
の
中
は
か
く
こ
そ
有
け
れ
ふ
く
か
せ
の
め
に
み
ぬ
ひ
と
も
こ
ひ
し

か
り
け
り
（
五
三
五
）

歌　

世
中
は
か
く
こ
そ
有
け
れ
吹
風
の
め
に
見
ぬ
人
も
恋

し
か
り
け
り

西　

よ
の
な
か
は
か
く
こ
そ
あ
り
け
れ
吹
風
の
め
に
み
ぬ

人
も
恋
し
か
り
け
り

き
み
こ
ふ
る
な
み
た
し
な
く
は
か
ら
こ
ろ
も
む
ね
の
あ
た
り
は
色
も

え
な
ま
し
（
五
六
三
）

歌　

君
こ
ふ
る
涙
し
な
く
は
か
ら
衣
む
ね
の
あ
た
り
は
色

も
え
な
ま
し

西　

君
こ
ふ
る
な
み
た
し
な
く
は
か
ら
衣
む
ね
の
あ
た
り

は
い
ろ
も
え
な
猿

あ
ふ
事
を
月
日
に
そ
へ
て
ま
つ
と
き
は
今
日
ゆ
く
す
ゑ
に
な
り
ね
と

そ
お
も
ふ
（
五
六
四
）

歌　

逢
こ
と
を
月
日
に
そ
へ
て
待
時
は
け
ふ
ゆ
く
す
ゑ
に

な
り
ね
と
そ
思

西　

あ
ふ
こ
と
を
月
日
に
そ
へ
て
ま
つ
と
き
は
け
ふ
ゆ
く

す
ゑ
に
な
り
ね
と
そ
お
も
ふ

な
み
た
に
そ
ぬ
れ
つ
ゝ
し
ほ
る
よ
の
人
の
つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
は
そ
て
の

し
つ
く
か
（
五
七
〇
）
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歌　

涙
に
そ
ぬ
れ
つ
ゝ
し
ほ
る
よ
の
人
の
つ
ら
き
心
は
袖

の
し
つ
く
か

西　

な
み
た
に
そ
ぬ
れ
つ
ゝ
し
ほ
る
よ
の
人
の
つ
ら
き
こ
ゝ

ろ
は
そ
て
の
し
つ
く
か

あ
き
の
ゝ
に
み
た
れ
て
さ
け
る
花
の
色
の
ち
く
さ
に
も
の
を
お
も
ふ

こ
ろ
か
な
（
五
九
二
）

歌　

秋
の
野
に
み
た
れ
て
さ
け
る
花
の
色
の
ち
く
さ
に
物

を
思
ふ
比
か
な

西　

秋
の
ゝ
に
み
た
れ
て
さ
け
る
花
の
い
ろ
の
千
く
さ
に

も
の
を
お
も
ふ
こ
ろ
か
な

お
ほ
そ
ら
は
雲
ら
さ
り
け
り
か
み
な
月
し
く
れ
こ
ゝ
ち
は
わ
れ
の
み

そ
す
る
（
五
九
五
）

歌　

大
空
は
く
も
ら
さ
り
け
り
か
み
な
月
し
く
れ
心
ち
は

我
の
み
そ
す
る

西　

お
ほ
そ
ら
は
く
も
ら
さ
り
け
り
神
な
月
し
く
れ
心
地

は
我
の
み
そ
す
る

こ
の
こ
ろ
は
さ
み
た
れ
ち
か
み
ほ
と
ゝ
き
す
お
も
ひ
み
た
れ
て
な
か

ぬ
ひ
そ
な
き
（
六
四
四
）

歌　

此
比
は
さ
み
た
れ
ち
か
み
郭
公
お
も
ひ
み
た
れ
て
な

か
ぬ
日
そ
な
き

西　

こ
の
こ
ろ
は
さ
み
た
れ
ち
か
み
ほ
と
ゝ
き
す
お
も
ひ

み
て
れ
て
な
か
ぬ
日
そ
な
き

　

こ
こ
に
挙
げ
た
七
例
は
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
・
歌
仙
家
集
本
と
も

に
、
本
文
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
批
判
的
に
み
る
と
、
Ｘ
本
と

い
う
共
通
の
祖
本
を
持
つ
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文
が
一
致
、
さ
ら

に
系
統
の
異
な
る
歌
仙
家
集
本
も
一
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

こ
の
七
例
に
お
い
て
も
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
共
通
祖
本
Ｘ
本
の
本

文
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
、
Ｘ
本
の
姿
が
構
築
出
来
て
い
る
も
の
と
な
ろ
う
。

西
本
願
寺
本
と
資
経
本
が
対
立
す
る
例
①

　

次
に
、
Ｘ
本
と
い
う
共
通
祖
本
を
持
つ
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文

が
対
立
し
た
場
合
の
例
を
見
て
い
く
。
Ｘ
本
の
本
文
を
推
測
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
Ｘ
本
を
共
通
祖
本
と
す
る
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文
が
対

立
し
た
場
合
、
本
文
批
判
的
に
は
、
系
統
の
異
な
る
歌
仙
家
集
本
と
一
致

す
る
西
本
願
寺
本
も
し
く
は
資
経
本
が
Ｘ
本
の
本
文
で
あ
る
、
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
、
西
本
願
寺
本
と

歌
仙
家
集
本
が
一
致
す
る
例
を
挙
げ
る
。
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も
ゆ
れ
と
も
し
る
し
た
に
な
き
ふ
し
の
ね
に
お①

も
ふ
こ
と
を
は
た
と

へ
な②

ら
な
ん
（
五
五
二
）

①
歌
「
思
ふ
中
を
は
」
西
「
お
も
ふ
な
か
を
は
」

②
歌
「
さ
ら
な
ん
」
西
「
さ
ら
南
」

傍
線
部
①
「
お
も
ふ
こ
と
を
は
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
お
も
ふ
な
か
を
は
」

と
対
立
す
る
。
さ
ら
に
西
本
願
寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
「
思
ふ
中
を
は
」

と
一
致
。
従
っ
て
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
共
通
祖
本
Ｘ
本
の
本
文
は

「
お
も
ふ
な
か
を
は
」
で
あ
る
と
推
測
出
来
よ
う
。
傍
線
部
②
「
な
ら
な

ん
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
さ
ら
南
」
と
対
立
し
、
西
本
願
寺
本
は
、
歌
仙

家
集
本
「
さ
ら
な
ん
」
と
一
致
す
る
。
傍
線
部
①
と
同
様
、
Ｘ
本
の
本
文

は
「
さ
ら
な
ん
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

あ①

ふ
事
も
な
く
て
月
日
は
つ②

ら
け
れ
と
こ
ゝ
ろ
は
か
り
は
あ
け
く
れ

も
せ
す
（
五
七
二
）

①
歌
「
逢
こ
と
の
」
西
「
あ
ふ
こ
と
の
」

②
歌
「
へ
に
け
れ
と
」
西
「
へ
に
け
れ
と
」

傍
線
部
①
「
あ
ふ
事
も
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
あ
ふ
こ
と
の
」
と
対
立
す

る
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
西
本
願
寺
本
は
歌
仙
家
集
本
「
逢
こ
と
の
」

と
一
致
し
て
い
る
。
傍
線
部
②
「
つ
ら
け
れ
と
」
も
同
様
に
、
資
経
本
は

西
本
願
寺
本
「
へ
に
け
れ
と
」
と
対
立
し
、
さ
ら
に
西
本
願
寺
本
は
歌
仙

家
集
本
「
へ
に
け
れ
と
」
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
Ｘ
本
の
本
文
は
、
傍
線

部
①
に
お
い
て
は
「
あ
ふ
こ
と
の
」、
傍
線
部
②
に
お
い
て
は
「
へ
に
け
れ

と
」
で
あ
る
と
推
測
出
来
よ
う
。

　
　

よ
み
人
し
ら
す

□A

□
と
て
か
わ
か
こ
ひ
さ
ら
ん
し
な
の
な
る
あ
さ
ま
の
や
ま
は
□B

□

り
た
ゆ
と
も
（
六
五
六
）

歌
・
西
「
ち
は
や
ふ
る
」

　

※ 

□A

□
は
資
経
本
の
虫
損
、
承
空
本
で
補
う
と
「
い
つ
」

と
な
る
。

　

※ 

□B

□
は
、
資
経
本
・
承
空
本
と
も
に
虫
損
・
汚
れ
、

御
所
本
で
補
う
と
「
け
ふ
」
と
な
る
。

傍
線
部
「
し
な
の
な
る
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
ち
は
や
ふ
る
」
と
対
立
す

る
。
西
本
願
寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
「
ち
は
や
ふ
る
」
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
同
様
に
、
Ｘ
本
の
本
文
は
西
本
願
寺
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
ち

は
や
ふ
る
」
で
あ
る
と
推
測
出
来
よ
う
。
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四
日
に
な
り
て
お
な
し
人
の
も
と
に
や
る

あ
は
ぬ
ま
に
む
め
も
さ
く
ら
も
す
き
に
し
を
そ
の
は
な
を
さ
へ
や
り

つ
へ
き
か
な
（
八
四
二
）

歌
「
卯
花
」
西
「
う
の
は
な
」

傍
線
部
「
そ
の
は
な
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
う
の
は
な
」
と
対
立
し
、
西

本
願
寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
「
卯
花
」
と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
西

本
願
寺
本
「
う
の
は
な
」・
歌
仙
家
集
本
「
卯
花
」
が
Ｘ
本
の
本
文
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

人
の
身
に
あ
き
や
た
つ
□
ん
こ
と
の
は
の
う
す
く
な
り
〳
〵
う
つ
ろ

ひ
に
け
り
（
五
八
七
）

歌
・
西
「
う
す
く
こ
く
な
り
」

　

※ 

□
は
資
経
本
の
虫
損
、
承
空
本
で
補
う
と
「
ら
」
と

な
る
。

傍
線
部
「
う
す
く
な
り
〳
〵
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
う
す
く
こ
く
な
り
」

と
対
立
し
、
西
本
願
寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
「
う
す
く
こ
く
な
り
」
と
一

致
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
西
本
願
寺
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
う
す
く
こ

く
な
り
」
が
Ｘ
本
の
本
文
と
な
ろ
う
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
五
例
は
、
い
ず
れ
も
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文
が

対
立
し
、
さ
ら
に
西
本
願
寺
本
と
歌
仙
家
集
本
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
が
対
立
し
た
場
合
は
、
本
文

批
判
的
に
は
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
両
系
統
と
異
な
る
歌
仙
家
集
本
と

一
致
す
る
本
文
が
Ｘ
本
で
あ
る
と
推
測
出
来
る
。
同
様
の
例
を
も
う
少
し

見
て
い
く
。

　
　

屏
風
の
ゑ
に
か
け
る
は
な
を

さ
き
そ
め
し
と
き
よ
り
の
ち
は
う
ち
は
へ
て
よ
は
は
る
な
れ
や
い
ろ

の
か
は
ら
ぬ
（
七
七
〇
）

歌
・
西
「
つ
ね
な
る
」

傍
線
部
「
か
は
ら
ぬ
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
つ
ね
な
る
」
と
対
立
し
、
西

本
願
寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
「
つ
ね
な
る
」
と
一
致
す
る
。
Ｘ
本
の
本
文

は
、
西
本
願
寺
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
つ
ね
な
る
」
で
あ
る
と
推
測
出
来

よ
う
。

　
　

み
つ
ね
か
へ
し

き
み
な
く
て
ふ
る
の
や
し
ろ
の
は
る
か
す
み
い
た
つ
ら
に
こ
そ
た
ち

わ
た
る
ら
め
（
七
四
九
）
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歌
「
山
へ
の
」
西
「
や
ま
へ
の
」

傍
線
部
「
や
し
ろ
の
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
様
、
西
本
願
寺
本
「
や

ま
へ
の
」
と
対
立
し
、
西
本
願
寺
本
は
、
歌
仙
家
集
本
「
山
へ
の
」
と
一

致
す
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
「
や
ま
へ
の
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

西
本
願
寺
本
と
資
経
本
が
対
立
す
る
例
②

　

続
け
て
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
が
対
立
す
る
例
を
見
て
い
く
。
先
程

の
七
例
と
は
異
な
り
、
資
経
本
と
歌
仙
家
集
本
が
一
致
す
る
例
を
挙
げ
る
。

く
れ
な
井
の
ふ
り
て
つ
ゝ
な
く
な
み
た
に
は
た
も
と
の
み
こ
そ
い
ろ

ま
さ
り
け
れ
（
五
四
三
）

歌
「
涙
に
は
」
西
「
な
み
た
か
わ
」

傍
線
部
「
な
み
た
に
は
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
な
み
た
か
わ
」
と
対
立
し
、

歌
仙
家
集
本
「
涙
に
は
」
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
、
資

経
本
「
な
み
た
に
は
」・
歌
仙
家
集
本
「
涙
に
は
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
ら
た
ま
と
み
え
し
な
み
た
も
年
ふ
れ
は
か
ら
く
れ
な
井
に
な
り
ぬ

へ
ら
な
り
（
五
四
九
）

歌
「
成う

つ

ぬろ
　
ひ
　
に

へ
ら
なけ
　
りり

」
西
「
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」

傍
線
部
「
な
り
ぬ
へ
ら
な
り
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」

と
対
立
す
る
。
歌
仙
家
集
本
は
「
成
ぬ
へ
ら
な
り
」、
異
文
注
記
「
う
つ
ろ

ひ
に
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
歌
仙
家
集
本
の
異
文
注
記
は
、
西
本
願
寺

本
と
一
致
し
て
い
る
。
恐
ら
く
歌
仙
家
集
本
は
、
西
本
願
寺
本
系
統
の
本

文
で
書
入
れ
を
施
し
た
と
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
歌
仙
家
集

本
の
異
文
注
記
を
除
け
ば
、
資
経
本
は
歌
仙
家
集
本
と
一
致
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
「
な
り
ぬ
へ
ら
な
り
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

わ
ひ
わ
た
る
我
身
は
つ
ゆ
を
お
な
し
く
は
き
み
か
ゝ
き
ね
の
草
に
き

え
な
ん
（
六
二
四
）

歌
「
き
み
か
ゝ
き
ね
の
」
西
「
き
み
か
あ
た
り
の
」

傍
線
部
「
き
み
か
ゝ
き
ね
の
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
き
み
か
あ
た
り
の
」

と
対
立
し
、
歌
仙
家
集
本
「
き
み
か
ゝ
き
ね
の
」
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、

資
経
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
き
み
か
ゝ
き
ね
の
」
が
Ｘ
本
の
本
文
と
な
ろ

う
。
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ふ
ち
こ
ろ
も
は
つ
る
ゝ
い
と
は
君
こ
ふ
る
な
み
た
の
た
ま
の
を
と
そ

な
り
け
る
（
七
六
四
）

歌
「
君
こ
ふ
る
」
西
「
わ
ひ
ゝ
と
の
」

傍
線
部
「
君
こ
ふ
る
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
わ
ひ
ゝ
と
の
」
と
対
立
し
、

歌
仙
家
集
本
「
君
こ
ふ
る
」
と
一
致
し
て
い
る
。
や
は
り
こ
の
例
に
お
い

て
も
、
Ｘ
本
の
本
文
は
、
資
経
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
君
こ
ふ
る
」
で
あ

る
と
推
測
出
来
よ
う
。

　
　

と
あ
る
返
事

お
き
つ
な
み
た①

か
し
の
は
ま
の
は
ま
ゝ
つ
の
な②

に
こ
そ
君
を
ま③

ち
わ

た
り
つ
れ
（
七
七
四
）

①
歌
「
た
か
し
の
」
西
「
た
か
せ
の
」

②
歌
「
名
に
こ
そ
」
西
「
ね
に
こ
そ
」

③
歌
「
待
わ
た
り
つ
れ
」
西
「
こ
ひ
わ
た
り
つ
れ
」

傍
線
部
①
「
た
か
し
の
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
た
か
せ
の
」
と
対
立
し
、

歌
仙
家
集
本
「
た
か
し
の
」
と
一
致
し
て
い
る
。
傍
線
部
②
も
同
様
に
、

資
経
本
「
な
に
こ
そ
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
ね
に
こ
そ
」
と
対
立
し
、
歌

仙
家
集
本
「
名
に
こ
そ
」
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
傍
線
部
③
「
ま
ち
わ
た

り
つ
れ
」
も
、
西
本
願
寺
本
「
こ
ひ
わ
た
り
つ
れ
」
と
対
立
、
歌
仙
家
集

本
「
待
わ
た
り
つ
れ
」
と
一
致
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
、

資
経
本
と
歌
仙
家
集
本
が
一
致
す
る
も
の
、
傍
線
部
①
は
「
た
か
し
の
」、

傍
線
部
②
は
「
な
に
こ
そ
」、
傍
線
部
③
は
「
ま
ち
わ
た
り
つ
れ
」
で
あ
る

と
推
測
出
来
よ
う
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
五
例
は
、
い
ず
れ
も
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文
が

対
立
し
、
さ
ら
に
資
経
本
と
歌
仙
家
集
本
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
先

に
も
述
べ
た
が
、
今
一
度
確
認
す
る
と
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
が
対
立

し
た
場
合
は
、
本
文
批
判
的
に
は
、
西
本
願
寺
本
・
資
経
本
両
系
統
と
異

な
る
歌
仙
家
集
本
と
一
致
す
る
本
文
が
、
Ｘ
本
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

同
様
の
例
を
も
う
少
し
見
て
い
く
。

　
　

源
宗
于
の
朝
臣
の
も
と
よ
り

き
み
ひ
と
り
と
は
ぬ
か
ら
に
や
わ
か
や
□
の
み
ち
も
つ
ゆ
け
く
な
り

ぬ
へ
ら
な
り
（
八
〇
二
）

歌
「
と
は
ぬ
か
ら
に
や
」
西
「
き
と
は
か
ら
に
」

　

※ 

□
は
資
経
本
の
虫
損
、
承
空
本
で
補
う
と
「
と
」
と

な
る
。

傍
線
部
「
と
は
ぬ
か
ら
に
や
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
き
と
は
か
ら
に
」
と
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対
立
し
、
歌
仙
家
集
本
「
と
は
ぬ
か
ら
に
や
」
と
一
致
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
Ｘ
本
の
本
文
は
資
経
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
と
は
ぬ
か
ら
に
や
」
で

あ
る
と
推
測
出
来
よ
う
。

　
　

返
し

は
る
あ
き
は
す
く
す
も
の
か
ら
こ
ゝ
ろ
に
は
花
も
も
み
ち
も
な
く
こ

そ
あ
り
け
れ
（
八
六
七
）

歌
「
な
く
こ
そ
有
け
れ
」
西
「
に
ほ
ひ
な
く
こ
そ
」

傍
線
部
「
な
く
こ
そ
あ
り
け
れ
」
は
、
西
本
願
寺
本
「
に
ほ
ひ
な
く
こ
そ
」

と
対
立
し
、
歌
仙
家
集
本
「
な
く
こ
そ
有
け
れ
」
と
一
致
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
の
例
に
お
い
て
も
Ｘ
本
の
本
文
は
資
経
本
・
歌
仙
家
集
本
の
「
な

く
こ
そ
あ
り
け
れ
」
で
あ
る
と
推
測
出
来
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
共
通
祖
本
で
あ
る
Ｘ
本
の
本
文
推
測

を
試
み
た
。
ま
ず
、
共
通
の
祖
本
を
有
す
る
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本

文
が
一
致
す
る
例
を
挙
げ
た
。
系
統
の
異
な
る
歌
仙
家
集
本
が
対
立
す
る

例
、
さ
ら
に
系
統
の
異
な
る
歌
仙
家
集
本
も
一
致
す
る
例
を
挙
げ
て
Ｘ
本

を
推
測
し
た
。

　

次
に
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
本
文
が
対
立
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

歌
仙
家
集
本
と
一
致
す
る
西
本
願
寺
本
も
し
く
は
資
経
本
か
ら
例
を
挙
げ
、

Ｘ
本
の
本
文
を
推
測
し
た
。

　

初
め
に
示
し
た
伝
本
系
統
図
は
、
直
接
の
書
承
関
係
を
示
し
た
も
の
で

は
な
い
故
、
本
稿
で
論
じ
た
Ｘ
本
の
本
文
推
測
は
、
あ
く
ま
で
も
憶
測
の

域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
Ｘ
本
の
本
文
推
測
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
は
Ｘ
本
・
歌
仙
家
集
本
・
素
寂
本
と
の
比
較
検
討
も
可
能
と
な

ろ
う
。
つ
ま
り
、『
貫
之
集
』
第
一
類
本
の
共
通
祖
本
へ
通
ず
る
本
文
に
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
迫
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
、
資
経
本
が
現
存
す
る
巻
六
（
別
・
か
な
し
ひ
）・
巻

七
（
雑
・
恋
）
を
対
象
と
し
た
為
、
前
半
部
屏
風
歌
・
賀
部
に
お
い
て
の

Ｘ
本
の
本
文
推
測
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
そ
の
際
、
資
経
本
は

巻
六
・
巻
七
の
み
が
伝
わ
る
零
本
で
あ
る
為
、
そ
の
転
写
本
た
る
承
空
本

を
援
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

〔
注
〕

（
1
）　

従
来
は
、
承
空
本
・
御
所
本
の
二
本
に
直
接
の
書
承
関
係
が
認
め

ら
れ
て
い
た
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
九
巻
『
承
空
本
私
家
集 

上
』（
朝
日
新
聞
社 

平
成
十
四
年
）
解
題
ご
担
当
の
田
中
登
氏
の
御
論
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に
よ
る
。
そ
の
後
、
拙
稿
「
資
経
本
『
貫
之
集
』
の
位
置
付
け
―
承

空
本
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
平
成
二
十

八
年
）
に
お
い
て
、
資
経
本
・
承
空
本
・
御
所
本
の
三
本
に
直
接
の
書

承
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
2
）　

表
は
、
前
半
部
分
（
巻
一
〜
巻
四
）
と
後
半
部
分
（
巻
五
〜
巻
九
）

に
分
け
た
。
歌
番
号
は
、
各
諸
本
の
通
し
番
号
と
な
る
。
表
に
示
し
た

歌
序
に
つ
い
て
、
内
実
は
、
一
首
あ
る
い
は
数
首
が
前
後
し
た
り
、
ま

た
巻
を
違
え
て
離
れ
た
箇
所
に
移
動
し
た
り
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
半
部
分
（
巻
一
〜
巻
四
）
に
関
し
て
は
、
資
経
本
が
現
存

し
て
い
な
い
為
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
承
空
本
を
援
用
す
る
。

（
3
）　

表
は
、
歌
仙
家
集
本
を
基
準
と
し
て
歌
序
を
並
べ
か
え
た
も
の
で

あ
る
故
、
承
空
本
巻
五
553
番
歌
〜
559
番
歌
、
560
番
歌
〜
577
番
歌
の
箇
所

に
つ
い
て
は
、
資
経
本
は
現
存
し
な
い
箇
所
と
な
る
。

（
4
）　

田
中
登
氏
「
素
寂
本
貫
之
集
の
意
義
」（『
関
西
大
学
文
学
論
集
』

第
五
十
四
巻 

第
一
号 

平
成
十
六
年
）
の
図
を
基
に
作
成
し
た
も
の
。

な
お
、
資
経
本
・
承
空
本
・
御
所
本
以
外
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
書
承

関
係
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
5
）　
『
貫
之
集
』
本
文
は
資
経
本
で
示
し
、
歌
番
号
は
歌
仙
家
集
本
を
底

本
と
す
る
『
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
」（
エ
ム
ワ
イ
企
画 

平
成
二
十
年
）
に
よ
る
。
以
下
、
和
歌
の
引
用
は
す
べ
て
同
様
の
措
置

を
と
る
。
諸
本
の
略
号
は
、
歌
↓
歌
仙
家
集
本
、
西
↓
西
本
願
寺
本
、

資
↓
資
経
本
。
な
お
、
素
寂
本
は
前
半
部
（
巻
一
〜
巻
四
）
し
か
現
存

し
て
い
な
い
為
、
本
文
異
同
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
九
日
開
催
の
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
で

の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
際
、
種
々
御
教
示
い
た

だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
き
た
い　

ゆ
み
こ
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


